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基準１．建学の精神・大学の基本理念及び使命・目的 

 
 
 
 

1 
2 
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 １―１ 建学の精神・大学の基本理念が学内外に示されていること。------------------------------- 3 
１―２ 大学の使命・目的が明確に定められ、かつ学内外に周知されていること。------------ 5 

 
基準２．教育研究組織 

 
 

２―１ 教育研究の基本的な組織（学部、学科、研究科、附属機関等）が、大学の使命・目

的を達成するための組織として適切に構成され、かつ、各組織相互の適切な関連性が

保たれていること。-------------------------------------------------------------------------------------------- 

 
 

8 
 ２―２ 人間形成のための教養教育が十分できるような組織上の措置がとられていること。------------- 11 
 ２―３ 教育方針等を形成する組織と意思決定過程が、大学の使命・目的及び学習者の要求

に対応できるよう整備され、十分に機能していること。------------------------------------------ 
 

12 
  
基準３．教育課程 

 
 

 ３―１ 教育目的が教育課程や教育方法等に十分反映されていること。---------------------------- 16 
 ３―２ 教育課程の編成方針に即して、体系的かつ適切に教育課程が設定されていること。----------- 19 
 ３－３ 教育目的の達成状況を点検・評価するための努力が行われていること。--------------- 28 
  
基準４．学生  
 ４―１ アドミッションポリシー（受入れ方針・入学者選抜方針）が明確にされ、適切に運

用されていること。------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

31 
 ４―２ 学生への学習支援の体制が整備され、適切に運営されていること。------------------------- 37 
 ４―３ 学生サービスの体制が整備され、適切に運営されていること。------------------------------- 39 
 ４―４ 就職・進学支援等の体制が整備され、適切に運営されていること。----------------------- 44 
 
基準５．教員 

 
 

 ５―１ 教育課程を遂行するために必要な教員が適切に配置されていること。------------------- 51 
 ５―２ 教員の採用・昇任の方針が明確に示され、かつ適切に運用されていること。------------- 54 
 ５―３ 教員の教育担当時間が適切であること。同時に、教員の教育研究活動を支援する体

制が整備されていること。----------------------------------------------------------------------------------- 
 

56 
 ５―４ 教員の教育研究活動を活性化するための取組みがなされていること。------------------- 58 
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基準６．職員 

 

 ６―１ 職員の組織編制の基本視点及び採用・昇任・異動の方針が明確に示され、かつ適切

に運営されていること。------------------------------------------------------------------------------------- 
 

62 
 ６―２ 職員の資質・能力の向上のための取組み（ＳＤ等）がなされていること。-------------- 65 
 ６－３ 大学の教育研究支援のための事務体制が構築されていること。---------------------------- 66 
  
基準７．管理運営 

 

 ７―１ 大学の目的を達成するために、大学及びその設置者の管理運営体制が整備されてお

り、適切に機能していること。----------------------------------------------------------------------------- 
 

68 
 ７―２ 管理部門と教学部門の連携が適切になされていること。-------------------------------------- 71 
 ７―３ 自己点検・評価のための恒常的な体制が確立され、かつその結果を教育研究をはじ

め大学運営の改善・向上につなげる仕組みが構築されていること。-------------------------- 
 

 
基準８．財務 

 
 

 ８―１ 大学の教育研究目的を達成するために必要な財政基盤を有し、収入と支出のバラン

スを考慮した運営がなされ、かつ適切に会計処理がなされていること。-------------------- 
 

74 
 ８―２ 財務情報の公開が適切な方法でなされていること。--------------------------------------------- 79 
 ８―３ 教育研究を充実させるために、外部資金の導入等の努力がなされていること。-------- 80 
 
基準９．教育研究環境 

 
 

 ９―１ 教育研究目的を達成するために必要なキャンパス（校地、運動場、校舎等の施設設

備）が整備され、適切に維持、運営されていること。-------------------------------------------- 
 

82 
 ９―２ 施設設備の安全性が確保されていること。-------------------------------------------------------- 86 
 ９―３ アメニティに配慮した教育環境が整備されていること。------------------------------------- 87 
 
基準１０．社会連携 

 
 

 １０―１ 大学が持っている物的・人的資源を社会に提供する努力がなされていること。---------------- 90 
 １０―２ 教育研究上において、企業や他大学との適切な関係が構築されていること。-------- 92 
 １０―３ 大学と地域社会との協力関係が構築されていること。--------------------------------------- 93 
 
基準１１．社会的責務 

 
 

 １１―１ 社会的機関として必要な組織倫理が確立され、かつ適切な運営がなされていること。-------- 95 
１１―２ 学内外に対する危機管理の体制が整備され、かつ適切に機能していること。-------- 97 

 １１―３ 大学の教育研究成果を公正かつ適切に学内外に広報活動する体制が整備されて

いること。------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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表３－２修了状況 

平成18年度 平成19年度 平成20年度

研究科 在籍者数 修了者数 割合（%） 在籍者数 修了者数 割合（%） 在籍者数 修了者数 割合（%）

経済学
研究科 6 6 100.0% 7 7 100.0% 6 6 100.0%
※「在籍者数」は当該年度５月１日現在の在籍者数。

 
 

３－２－⑤ 履修登録単位数の上限の適切な設定など、単位制度の実質を保つための工

夫が行われているか。 

本学では、年間履修登録単位数の上限を 48 単位と設定している。他大学での修得単

位についても本学の年間履修登録単位数に含めることとしているが、教育職員免許状取

得科目及び学芸員資格取得科目の一部（専門科目）の修得単位については、48 単位の上

限計算に当たって除外することとしている。 
年間履修登録単位数の上限については、「学生ハンドブック」に明記されているほか、

適切な単位修得のための学習計画、進路別の履修モデルなども掲載され、単位制度の実

質を確保するよう配慮している。 
全学生に配布する「講義要項（シラバス）」には、すべての科目について、必修科目か

選択科目か、何単位か、担当教員は誰か、どの学期に開講されるのか等について記載さ

れているほか、「授業の目的・テーマ」、「授業の内容・計画」、「履修者への要望（関連科

目等）」、「教科書」、「参考書」及び「評価基準」が明記されている。 
成績の評価や成績の発表（通知）についても、「学生ハンドブック」に明記されており、

疑問がある場合には問い合わせすることができる旨、周知している。 
本学の授業期間については、現段階では、補講期間と定期試験期間を含めて半期 15

週の授業期間としており、半期最低 13 回から 15 回の授業が行なわれている。「講義要

項（シラバス）」には、「演習」を除くすべての授業科目について、半期 13 回分の「授

業の内容・計画」が、各回の講義予定項目として示されている。補講期間や定期試験期

間という扱いとなっていることもあり、事実上 13 回の授業しか行なっていない科目も

少なくないので、今後、すべての授業について 15 回確保されるような授業期間を設定

するよう、早急に改めていく必要がある。 
３－２－⑥ 教育内容・方法に、特色ある工夫がなされているか。 

本学においては、本学における教育理念・教育目的の具現化と学生の学習目標の到達

度を高めていくため、「演習」〔基礎演習と専門演習（演習Ⅰ、演習Ⅱ及び演習Ⅲ）〕によ

る少人数教育と個別指導並びに一部必修科目におけるクラス区分による習熟度別教育を

行なっている。 
少人数による「演習」は、「片手に論語、片手に算盤」という建学の精神を具現化する

とともに、「スモール・イズ・ビューティフル」のモットーを実践する本学の特色である。

「演習」の場は、単に学生の主体的学習の場としてのみならず、担当教員からの「成績

通知表」の交付や個別相談の機会としても活用され、学生の個別的事情や個別的ニーズ

を踏まえた個別指導を徹底していく場ともなっている。 
具体的にいえば、1 年次で必修科目の「基礎演習」が設定され、この「基礎演習」を
























































































































































	表紙
	目次
	Ｉ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色 
	ＩＩ．沿革と現況
	III．「基準」ごとの自己評価
	基準１．建学の精神・大学の基本理念及び使命・目的
	基準２．教育研究組織
	基準３．教育課程
	基準４．学生
	基準５．教員 
	基準６．職員 
	基準７．管理運営 
	基準８．財務 
	基準９．教育研究環境 
	基準１０．社会連携 
	基準１１．社会的責務 


